




















合 目的的行動を誘発 した学生の学び (そ の 2)
-2日 間実習実践記録分析一
大園 孝子 1),金子 道子 2)




方法 重症心身障害児通園施設での 2日 間実習で,自 閉症児を受け持った看護 3年次
学生の実習体験記録の意味的・説明的要約分析を行った。
結果と考察
2日 間の実習全場面で,イ ンリアル・コミュニケーションの観察 。理解・傾聴により,
自開症児特有の言葉かけにより児からの諸反応を引き出し,児の合日的行動を誘導する
看護学生の基本姿勢が立証・考察できた。









そ こで,(そ の 1)で は,学生実習目標 。実習









合目的的行動を誘発した学生の学び (そ の 2)
ン)の 歴史は 1974年 アメリカでワイズ,R
博士 とヒューブレイン,E女史によって言語
発達遅滞幼児に対する言語指導の一つとして
開発された。1980年 代 に,イ ンリアルはコ
ミュニケーションに基礎をおく学習促進法とし
て,広義のコミュニケーションや学習の問題
を扱い, 1984年 ,「INREAL:Inter Reactive
Learning Cornlnunication (本 目互 に反 応 lン
あうことで,学習 とコミュニケーションを促





































































次の発達援助論 10時間, こども援助論 (小児



















視点か ら「脳のミステリー」 (ミ ラーニュー









園実習 1日 間,3年後期に保育園実習 3日 間,
鹿児島純心女子大学看護栄養学部紀要 Vol13,2009
重症心身障害児通園施設 2日 間,小児病棟実





















































































































ミラリング ,モ ニタリングをしながら「あ一あ― ,が一
が一」 といえば ,そ れを真似 した り ,階段を上れば , ‐緒
に上った りしたが ,児は一人で歩き回る。
1～ 3の場面説1月 :
児に寄 り添い 児の 1世 界も大切にして .さ らに児と学牛の気持ち
の言語化で .児に見通しと安心感を与える学生
〈分析 〉
1)一 ●最初 .学生はミラリング .モ デリングをくり返し大人の存在
にきづかせ ,イ ンリアル・コミュニケ~ン ヨ´の原則である ,イ )
児の発達のレベルに合わせる ,口 )遊びの主導権を児に持たせる ,
ハ)児のリズムに合わせる .を 守 り児に寄 り添っている。
i)一 ●その後 ,パ ラレル・ トーク .セ ルフ・ トークで児と学生の気
持ち・行動を言語化 し .さ らに学生のリズムのある音による表現
を加えることで ,児 に楽 しそう,お もしろそうという感覚を与えた。
i)一 C.こ の結果 ,児が学生の存在を意識し学生の手を握 り ,さ らに
|||を 見たい欲求を抱っこというジェスチャーにまで表現できたと
思われる。
五)― ]共 同注意のできない児であるが .学生が自然体で受け入オlる
ので .児 も自然に学生に寄 り添っている。
ii)-2さ らに児のニーズを学生が自然に言語化し .児の欲求に答え
ている。このことは .児 に安心感を与え ,児 と学生が時間を共有
している。
1)-0こ の結果 ,学生は児の課題である感覚的な行動を合目的な行






























il)さ らに児と飛んだ り手をつないだ り .表情を変えてみせるなど
動きのある学生の行動が ,児の実顔を引き出している。
■)― ●さらに 6で学生はモデ リング ,パ ラレル・ トークを繰 り返し .
快の刺激 となるような音 (ホ ンホンなっているね )を表現 し,児の
ニーズを言語化 し ,児 が自然に行動できるよう抱っこのポーズを
受け入れている。










膝の上に乗って ,ホ ットブレー トを覗くので ,「 見たい
'と聞き,抱っこのポーズにすぐ来てくれた。
7 体育館に移動して靴をぬいで ,そ のまま走ろうとした
場面
靴を人ねる目的を明 らかにする為に「先生の靴 も靴箱







化させる時には .児 の主体性より.児の課題達成のため ,大 人がモ
デルを提不していく。


























9 モニタリングをくり返し ,木渡 り時は手を差し出し ,
また児と距離を置く等の繰 り返 しの場面
モニタリングを繰 り返 し ,児 が飛んだら「ビヨンピヨン」
と言い .木渡 りをしている時は手を差 し出すと 、児も手を
出し笑顔がみられた。ずっとその繰 り返しをして関わ り ,
児の世界に人りこめるように児に近づいたり .少 し距離を
とったりして観察 した。
9の場面説明 :児 の世界に入る為にモニタリングし ,児 との距離感
の取 り方を工夫する学生
〈分析 〉
i)学 牛はモニ タ |リ ングを繰 り返す中で .児 の行動に音を付け ,手
を差 し出すことで .児が学牛に慣れ .手 を出し .笑顔を表出できる
環境を作 り出している。
ii)さ らに児の世界に入り込めるよう ,近づいたり距離を置いた り
して ,児 中心の行動により ,イ ンリアルの第 ‐段階である誠実に
応 じる段階に SOULを 守 り .さ ら|こ 児の行動 |こ 音を付けることで
児を喚起 している。
10ミ ラリング .モ ニタリング .バ ラレル・ トークをくり
返す中で児が学生の存在をとらえ ,手 を出し ,学生を
引っ張る場面
i)砂 の坂を車にのって滑っていたので 「ブーブー」「市
だね ,ブーブー車は坂をすべ ります」「甲いね一 |と 声
をかけなが ら横で ‐緒にミラリングしてすべっていた。





づき ,自 分もそこに行 こうと壁を一牛懸命登ろうとして
いた。児は言葉が うまく出ないのでバラレル・ トーク
で 「○ちゃん _Lに行きたいんだね」「登 りたいの ?」
と児の気持ちを代弁すると .児 は私の所に来て .手 を
ひっばって私の手を支えに登ろうとした。
11)他 の児が中で遊ぶ姿を見て ,児 もその中:に 乗 りたくて
取ろうとし ,そ の児よ |:]「 ダメ」 と言われた。私が 「他
の車はあるかな P」 と芦をかけると ,児 は他の車を見つ
け 、私の手を握って取 りに行き一緒に滑ることを繰 り返
した。
10の 場面説明:モ ニタリングに音をつけ,さ らにミラリングで「一緒」
という感覚を与える技法で児の世界に入った学生の学び
〈分F}〉
i)― ●学生は共同注意ができない児|■  9を 受けてさらに ,モ ニタ
リングに音を付けている。
1)― ●ミラリングで児に対して 「一緒_と いう感覚を与え ,学生の




ii)一 〇児の気持ちの代弁をすることで .人 の手を支えに次にステッ
プアップしようとする場面からの学牛の学び.















登園して ,そ のまま砂場に出ようとしたので ,感覚的に
動いている児を日常生活の中で合目的に動けるようにす









● これは児が学生との豊かなコミュニケ~ン コンを経験 し .楽 しい
と感 じる体験を通 し .安心感を得て落ち着いて活動ができ 、相手
の意図を受け入れられたと考えられる。
12ごはん前の手洗いの場面







■学生は児の行動を言語化 し合日的な行動になるよう .児 に見通 し
を持たせる関わりができ.児 と一緒に実行 している。





児が低緊張であることを知 り .意識 して抱つこして ,足
や手に触れてみた。イスに座っていても途中で私の膝に
座っていても .寝そべる感 じになる.時 々 イス■月黍|こ 座
らせることをくり返 しなが ら観察 した。児は着替えの時
も首から手を入れて .自 分で着替えようとする姿勢が見え




間違っても ,出 来なくても .し てみようとする児の姿勢は大切に
したいと思った ,学生の小児観
く分析 〉
・]学 生は児の身体状況を知るために 、日的をもって .イ スや膝をi舌









区切った。その結果,1日 目は 1～ 8,2日













目は表 1「実習 1日 目の実習場面と各場面の場

































表 3 実習 13場面にみるインリアル・コミュニケーション内容
13場面 インリアル・コミュニケ~ン ヨンの内容
1砂場での遊びの場面 イ ミランダ 。モデリングヘの繰り返しによる大人依存への気づかせ
・児の発達レベルに合わせる  ・遊びの主導権を児にもたせる
・児のリズムに合わせ児に寄り添う
2芋ほりに行った場合 口 芋ほりに無理に注意を向けさせず児の |‖:界 を大切にした
31■具の車のタイヤを回した場合
′ヽ 'ヽ ラレル・ トーク .セ ルフ・ トークで児と学生の気持ち .行 動を
言1訂ヒした
二 .共 同注意のできない児が学生の自然体での受け入れによ り学生
に寄 り添えた
ホ 児のニーズを学生がバラレル・ トークで言語化し .児 に安心感を
与えた
へ 児の感覚的欲求を学生がバラレル・ トークで言語化するkと お
で合日的行動にさせた
4運動会の練習場面 卜 児と行動を共にすることで児が学生に寄 り添う
5児がよく飛ぶ場面 チ 学生の飛んだり .手 を繋ぎ ,表 1青 を変える行動が児の実顔を引き
出 した
6 1ヽ ウモロコシの種か らホップコーンのおやつを学生が
作った場面







8.外 を見ている場面 ワ 学生は児の置界を大切にし 児との距離感を保てた
9児 が飛んだらビョンとムい.木渡 りの時は手を差し出
すなど児と行動を共にした場面
力 学生はモニタリングを繰り返し.結 果児が学生に慣′t笑顔の表 1青
が見られた
ヨ .学生はイン||ア ル・コミュニケーンヨン第一段階の SOULを よ
t]誠実 |こ 応じることで鬼の行動を触発している
10ミ ラリング モニタ llシ グ ,バ ラレル・ トークを繰返












不 仲間の設歩で自分も行きたい児を学生|ま ′ヽラレル・ トークで代弁
ナ 児は学生のバラレル・ トークで自分の欲求が伝わったことが確
認でき.学生を支えに登ろうとする仕草かとれた
ラ .学生は′ヽラレル・ トークによる,tの 気持ちの代弁で 亡1分 の手が
児の にヽろうとする支えとなることを学んだ
ム 車を探す児に学牛はエキスバツン 」)を 用いて児の行動を拡げ
ようとした
ウ 児|ま 空いている車を見つけ .さ らに学生と手を紫ぎ .引 張った
11登園してそのまま砂場に出ようとする児の場 [Hi ヰ 共同注意できない児が合目的行動をできるよう学4■ま,こ れらの
児の行動を言語化し ,行 動をモデリングした結果 .児は片付けが
できた




オ 学生は児の身体状況を知るために椅子や膝を活用 し .児 に触れな
がら.身体を支える姿勢を繰 り視察 した
ク 観察 しなが ら学■は児が自分で着替えをする健全な部分を見て
収つた
(72)
原理を加味する (イ ～ク全部にある )
(2)大 人主導型から子ども主導型
①子どもは環境との相互作用で成長・発
達する原理 (特 にイハ ト)
◎②自発性の原理 (イ ～ク全部にある )
③遊びの原理・遊びの過程 (イ ,ハ ,ホ ,
卜,チ )




(2)大人の基本姿勢 第 1段階 SOUL
Silencc(見守る )(特に口,二 , ワ, ヨ )
◎Observatbn(観察 )(イ ～ク全部にある )
Understandng(理 解 )(イ ～ク全部にある )
◎ Listeing(傾聴 )(イ ～ク全部にある )
◎ (3)大 人の基本姿勢 第 2段階
問題改善を目的とした意味あるかかわりで発
達を援助 (イ ～ク全部にある )
(4)言語心理学的技法の活用による大人の言
葉かけ
ミラリング (イ ,チ,夕 ,ソ )
モニタリング (イ ,力 ,夕 ,ソ )
パラレル・トーク (ハ ,ホ ,へ ,り ,ヌ ,ツ ,ネ ,ヲ )
セルフ・ トーク (ハ ,ル )
リフレクティング
エキスパッション (ウ )





















(2)大 人の基本姿勢第 1段階 SOUL
◎ Observation(観 察 )
◎ Understanding(理解 )
◎ Listening(傾 聴 )



























































ル・ トーク (8回 ),ミ ラリング (4回 ),モニタ
リング (4回 ),モ デリング (4回 ),セルフ・トー







ない。 しかし,A学 生は 13場面 23回 意図的
に目的を持った言葉かけを行った。そして児も

































の 自発性の原理 をふ まえた SOUL基本姿勢が
児にはた らいていたか らであった ことが絆の強
さに影響 したと考え られる。
今 回は 言語心理学的技法 の うち,lリ フレク
テ ィング技法は 1度 も用 い られなかった。 リ
フレクティングは,子 どもの言い誤 りを正 しく
言い直 して聞かせることである。児は言語表現




特性 3 学生のインリアル・ コミュニケーシ ョ
ンを受けての自開症児の反応
学生のインリアル・コミュニケーション分析




































安心感 を見せ る(へ)   ・笑顔をみせ る(チ ・力)
興味を示す (り )     ・互いに寄 り添 う(二 ・ 卜)
互いに距離感を保つ(ワ ) ・児は学生に慣れる(力 )
児は片付けができた(ノ ) ・児は行動を触発 された(ヨ )
児は 自然に学生の手を握る(レ )








発達を援助 ,特 に合 目的行動の援助




































9)ビデオ,さ くらんぼ坊や 1,山 崎定人監督 ,
共同映画プロダクション k・ k,(株 )青銅プ
(75)
ロクション
10)中 川信子著,こ とばをは ぐくむ,ブ ドウ社 ,
2006年
11)社 団法人, 日本 自閉症協会,「 自閉症ガイ































The Learning Experience of the Students who Had Autistic Children Act
Purposefully by Applying INREAL Communication (Part 2)
- The Analysis of the Record of the Two-Day Practice -
′
rakako Ozonol),NIichiko Kanek。 2)
1) Kagoshima Immaculate Heart University
2 ) Nihon Tekio Kango Riron Kenkyuukai
Key words : INREAL communication, autistic children,
enabling purposeful actions, nursing students
Abstract
Aim:
This research is to show the actual effect of INREAL communication through the nursing
students'performance which enabled autistic children to act purTosefully. Consideration
is also given to effective ways of applying the principle and method of INREAL
communication in which the students were trained.
Method :
The record of practice of two third-year nursing students who took care of autistic children
at a day-care institute for physically and mentally heaviiy handicapped children were
analytica-lly summarized to clarify its significance.
Result and Discussion :
It was proved and maintained that the nursing students' basic stance of INREAL
communication i observation, understanding, listening, and special way of talkins to autistic
children, which was kept throughout the whole scene of two-day practice encouraged the
children to react in various ways and enabled them to act purposefully.
